
児童虐待対応と母子保健の
一体的な取り組み（松戸市）

松戸市子ども部子ども家庭相談課

千葉県 松戸市
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資料２



人 口：498,318人（令和3年3月31日現在）
年間出生数： 3,356人（令和2年度） 合計特殊出生率：1.28（平成30年）
児童人口： 69,253人（令和3年3月31日現在）
高齢者人口：128,669人 高齢化率：25.8％（令和3年3月31日現在）

都心から20㎞圏内
首都圏のベッドタウンとして発展市域面積：61.38㎢

東西11.4㎞、南北11.5㎞と菱形状の広がり

千葉県のマスコットキャラクター
チーバくん

1

1 松戸市の概要



子ども家庭相談課（令和3年度）

母子保健担当室

常盤平保健福祉センター
（母子班）

親子すこやかセンター常盤平
保健師1名、社会福祉士1名、助産師1名

小金保健福祉センター
（母子班）

親子すこやかセンター小金
保健師1名、社会福祉士1名、助産師1名

中央保健福祉センター
（母子班）

親子すこやかセンター中央
保健師1名、社会福祉士1名、助産師2名

本課
所属長 1名 他3名

婦人相談(DV等）

子ども家庭総合支援拠点
・中規模型(児童人口70,666人)
・正規職員9名(内管理職2名)
・会計年度任用職員16名
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２ 子ども家庭相談課の組織体制

※松戸市においては、子ども家庭相談課が
家庭児童相談室、要対協調整機関、子ども
家庭総合支援拠点を兼ねている。

※松戸市においては、子ども家庭相談課が
家庭児童相談室、要対協調整機関、子ども
家庭総合支援拠点を兼ねている。



３

3  子ども家庭総合支援拠点、母子保健、要対協の関係



４

４ 子ども家庭総合支援拠点、母子保健、要対協との関係図



５

身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待

H28年度(685件） 156 231 9 289

H29年度(621件） 151 196 8 266

H30年度(828件） 248 210 15 355

R元年度(970件） 301 247 25 397

R2年度(1,317件） 418 373 18 508
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5 児童虐待相談、親子すこやかセンターでの支援状況



６ 妊婦支援について

◆妊婦個別支援基準に該当した妊婦に対して、妊娠中に
積極的な支援を行う。
◆虐待予防の観点からリスクを適切に判断し、支援対象
者個々の状況にあった支援に結び付けるため、妊婦個
別支援基準該当妊婦を３つに分類。

リ
ス
ク
の
程
度

・特定妊婦
要対協管理。親子すこやかセンターが担当。

・ハイリスク妊婦
親子すこやかセンターが担当。

・要支援妊婦
保健福祉センター地区保健師が担当。

高

低
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７ 子ども家庭総合支援拠点・本課と
親子すこやかセンターとの連携例
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◆入院助産申請時の協働面接、連携支援
・本課担当職員が行う入院助産の面接に
親子すこやかセンターの社会福祉士等が同席し、情報、
支援の方向性を共有

◆養育支援訪問事業定例会で情報共有、支援方針
の確認（毎月）
・親子すこやかセンターが行う養育支援訪問事業定例会に
子ども家庭総合支援拠点の地区担当職員が、出席し、
支援方針を共有
・事業報告を共有し、子ども家庭総合支援拠点の地区担
当職員も現況を確認



８ 取り組みの効果
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◆同一組織に設置されていることで・・・

・所管する地区割が同一

・情報共有、協議がスムーズに行える

・システムの共有

・連携での課題が生じた際の解決が迅速に行える

→機動力のある対応につながっている

◆指示命令系統が一本
児童福祉と母子保健分野それぞれが職務範囲を
理解し隙間を埋めながら連携している。
→妊娠期から子育て期の切れ目のない
連携支援が行いやすい


